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全国商工会珠算検定試験要綱
平成31年4月1日
全国商工会連合会
１．主　催 

都道府県商工会連合会（以下、「商工会連合会」という）、及び全国商工会連合会（以下、「全国連」という）が主催することとし、全国商工会珠算連盟が協賛する。

２．試験日

　　検定試験は、６月、９月、１１月および、２月の年４回開催することとし、試験日は全国連が定める。試験日の公示は試験日の２ヶ月前までに行う。

　　なお、特別の事情がある場合は、全国連が定める試験日の前日の実施も可とする。

３．試験場

　　　試験場は、公共施設、全国連が認定した珠算教場および、受験者５名以上の珠算教場とする。

なお、珠算教場で検定試験を実施する場合は、県連・商工会の職員が立ち会い、いつでも状況を確認できることであることを条件とする。

４．試験級別

　　１，２，３，４，５，６，７，８，９、10の各級とする。

※９級は、9・10級として申し込み、合格点により、9級あるいは10級の判定をします。
５．試験の種目および程度

　　別表のとおり。

６．配　点

みとり算は１題１０点、かけ算とわり算は１題５点とする。

７．総得点

各級の総得点は、１級～６級は３００点、７～10級は２００点とする。

８．合格基準

全ての科目で１～３級は２４０点、４～６級は２１０点、７～９級は１２０点、１０級は６０点以上の得点をもって合格とする。

９．合格証書

　　１級～８級において合格点を得た者には、全国商工珠算連盟名誉会長（経済産業大臣）、全国商工会連合会会長および商工会連合会会長連名の合格証書を授与する。
９、10級において合格点を得た者には、全国商工会連合会会長および商工会連合会会長連名の合格証書を授与する。

10．１級満点合格者に対する表彰

　　１級満点合格者に対しては、経済産業大臣名をもって、特別に表彰状（盾）を授与する。

11．受験資格

　　学歴、年令、性別、国籍に制限はない。

12．申込期間

　　試験施行月日の２カ月前から１カ月前までとする。

13．申込場所

　　商工会連合会および、検定試験を実施する商工会とする。

14．受験申込手続

（１）受験者は申込期間中に、商工会連合会または商工会の作成した所定の申込書と次の受験料を申込場所に提出する。

　　　

　　　１級　2,140円　　　２級　1,600円　　　　３級　 1,380円

　　　４級　　960円　　　５級　　960円　　　　６級　　 960円

　　　７級　　750円　　　８級　　750円　　 9・10級※　　750円

※９級は、9・10級として申し込み、合格点により、9級あるいは10級の判定をします。

（２）１級受験者は、写真（サイズは縦4.5cm×横3.5cm、正面脱帽のうえ、無背景で１年以内に撮影のもの。裏面に受験番号、氏名、生年月日を記入）を申込書の裏に貼付すること。

（３）商工会連合会または商工会は、申込を受け付けたら各級別に申込順により商工会連合会又は商工会で作成した受験票を交付する。

（４）同一人で複数級の試験を受けることができる。ただし受験料は各級別に納入すること。

（５）受験申込書および受験料は、試験施行中止の場合以外は返還しない。

15．合格発表

　　合格発表の日程は、試験日に公示することとし、実施後３週間以内に発表を

行うこと。また、答案は公開、返却いたしません。

16．注意事項

（１）受験票を忘れたり、試験開始時刻に遅れると、受験できません。
（２）受験者は、試験開始時刻までに入場し、指定された席に着くこと。
（３）受験するときに持参するもの。
①受験票
②筆記用具（消しゴムは使用禁止）、（必要に応じて）文ちん・下敷き
③そろばん

④氏名、生年月日、顔写真のいずれも確認できる身分証明書（運転免許証、旅券（パスポート）、社員証、学生証など）。

ただし、小学生以下の方は必要ありません。

（４）試験会場では、試験委員に従うこと。
17．受験上（答案記入上）への注意
　　別に定める。
18．試験委員

商工会連合会は、検定試験の適正な施行のため、試験委員を委嘱すること。
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 種　目　お　よ　び　程　度　な　ら　び　に　問　題　数 

みとり算 �

 かけ算�

わり算

１０桁の加減算 �

（１題１０口、総字数１００字）

名数１０題

　　　　　　無名数　１０ q

　　　　　　無名数　１０

1

２０　題 �

２０　題　

　　　　　　名　数  １０ q

　　　　　　名　数  １０

前半（無名数）は小数第３位未満の端数を四捨五入

前半（無名数）は小数第３位未満の端数を四捨五入

後半（名数）は円未満の端数を四捨五入

後半（名数）は円未満の端数を四捨五入

８桁の加減算

（１題１０口、総字数８０字）

名数１０題  

　　　　　　無名数　１０

　　　　　　無名数　１０

2

２０　題　　　　　　

２０　題　

　　　　　　名　数  １０

　　　　　　名　数  １０

前半（無名数）は小数第３位未満の端数を四捨五入

前半（無名数）は小数第３位未満の端数を四捨五入

後半（名数）は円未満の端数を四捨五入

後半（名数）は円未満の端数を四捨五入

６桁の加減算

（１題１０口、総字数６０字）

名数１０題  

　　　　　 無名数　１０　q

　　　　　　無名数　１０　

3

２０　題　　　　　　　　　　 �

２０　題　

 　　　　　名　数  １０ 

　　　　　　名　数  １０ @

前半（無名数）は小数第３位未満の端数を四捨五入

前半（無名数）は小数第３位未満の端数を四捨五入

後半（名数）は円未満の端数を四捨五入

後半（名数）は円未満の端数を四捨五入

５桁の加減算 �

実、法併せて７桁のもの

法、商併せて６桁のもの

4

（１題１０口、総字数５０字）

無名数　２０題

無名数　２０題  

名数１０題    

４桁の加減算 �

実、法併せて６桁のもの

法、商併せて５桁のもの �

5

（１題１０口、総字数４０字） �

無名数　２０題  

無名数　２０題

名数１０題

３桁の加減算

実、法併せて５桁のもの

法、商併せて４桁のもの

6

（１第１０口、総字数３０字）

無名数　２０題   e

無名数　２０題   e

名数１０題       e

３桁×２桁　１０題、２桁×３桁１０題

÷２桁＝２桁

２桁の加減算   �

実、法併せて４桁のもの �

法、商併せて４桁のもの  

7

（１題１０口、総字数２０字）

無名数　１０題 �

無名数　１０題   e

名数１０題    

２桁×２桁

÷１桁＝３桁

２桁の加減算 �

実、法併せて４桁のもの

法、商併せて３桁のもの

8

（１題８口、総字数１６字）

無名数　１０題   e

無名数　１０題     �

名数１０題     �

３桁×１桁

１桁＝２桁

9

２桁の加減算   �

実、法併せて３桁のもの        

・

（１題５口、総字数１０字）

無名数　２０題

（課さない）

10

無名数１０題   �

２桁×１桁

全科目

あわせて

３０分

全科目

あわせて

３０分

実、法併せて７桁（名数および無名数、ただし帯

小数、小数のものを含める）のもの

法、商併せて６桁（名数および無名数、ただし帯

小数、小数のものを含める）のもの

実、法併せて１１桁（名数および無名数、ただし

帯小数、小数のものを含める）のもの

法、商併せて１０桁（名数および無名数、ただし

帯小数、小数のものを含める）のもの

実、法併せて９桁（名数および無名数、ただし帯

小数、小数のものを含める）のもの

法、商併せて８桁（名数および無名数、ただし帯

小数、小数のものを含める）のもの

全科目

あわせて

２０分

全科目

あわせて

２０分

全科目

あわせて

２０分

試　験　の　種　目　お　よ　び　程　度

制限時間

全科目

あわせて

３０分

全科目

あわせて

３０分

全科目

あわせて

３０分

全科目

あわせて

３０分

級


１、２、３級試験受験上の注意

１．かけ算、わり算の端数処理をするときの注意

（１）無名数

１級～３級は、小数第３位未満の端数が出たときは四捨五入すること。

（２）名数で円未満の端数が出たときは四捨五入すること。

２．答案記入上の注意

（１）答は、定められた欄の中に、はっきりと書くこと。

（２）答の１の位または円の位以上には、３位ごとにコンマ（ ，）をつけること。

（３）答の単位以下に求める数のあるときは、小数点（ ．）をもって単位を明らかにすること。
（４）無名数の答は、次の例のように書くこと。
（例）　　0.25　　　.25　　　1,427.39　　　2,905,406

（５）端数処理をした無名数の答は、次の例のように書くこと。

　　　（例）そろばん面　　 答
　　　  　 0.4595　…… 0.460　　0.46　　　.460　　　.46

　　　  　 5.2004　…… 5.200　　5.2（5.20とは書かないこと。）

（６）端数処理をしなかった無名数の答は、次の例のように書くこと。

　　（例）そろばん面　　　答
　　　　　　 0.45　……　0.45　　　.45（0.450または .450とは書かないこと。）

　　　　　　 5.2 　……　5.2（5.20または5.200とは書かないこと。）

（７）名数の答は、次の例のように書くこと。

　　（例）　￥9,528　　　￥9,528.　　　￥9,528－　　　9,528

　〔注〕答の頭には、円の記号（￥）をつけるのが原則であるが、つけなくてもよい。

（８）答を縦に書いたり、二段に書いたりしないこと。

（９）答を書き直す場合は、その答の全部を横線で消して書き直すこと。
　　（例）　1,427.395　　　　　1,427.395

　　　　　　1,428.395　　　　　1,428.395
（10）答を書き直す場合、定められた欄の中に書けないときは、欄外に書いて、答の頭にその問題の番号を○または（ ）で囲むか、その欄またはその問題と矢印で結んで書くようにすること。
（11）答を二つ以上書いたり、同じ数字やコンマ、小数点でも二重に書いたり、なぞったりしないこと。

（12）コンマや小数点は、数字の間に書き、数字に触れたり、数字に重ならないようにすること。

３．その他の注意

（１）答案用紙の番号を勝手に訂正しないこと。

（２）声を出して計算したり、他の人の迷惑になるようなことはしないこと。
（３）開始、及び終了はすべて「試験委員の合図」によること。

（４）「用意」の合図があるまでは、文ちん・下敷きなどを用いて、計算の準備をしないこと。

（５）「用意」の合図があるまでは、問題を半分に折らないこと。

（６）アラーム時計を使用するときは、音を出さないようにすること。
（７）試験中、携帯電話など外部との通信が可能なモバイル機器の電源は必ず切り、カバンにしまっておくこと。

（８）試験中は試験委員の指示に従うこと。

（９）受験票を紛失したり、忘れたりした場合は、試験当日、試験開始前に再交付を受けて受験すること。

（10）不正行為があったと認められた場合は、合格を取り消します。

４、５、６、７、８、9･10級受験上の注意

１．答案記入上の注意

（１）答は、定められた欄の中に、はっきりと書くこと。

（２）答の１の位または円の位以上には、３位ごとにコンマ（ , ）をつけることが原則であるが、つけなくてもよい。
（３）答の頭には、円の記号（￥）をつけるのが原則であるが、つけなくてもよい。
（４）答を縦に書いたり、二段に書いたりしないこと。
（５）答を書き直す場合は、その答の全部を横線で消して書き直すこと。
（６）答を書き直す場合、定められた欄の中に書けないときは、欄外に書いて、答の頭にその問題の番号を○または（ ）で囲むか、その欄またはその問題と矢印で結んで書くようにすること。
（７）答を二つ以上書かないこと。

　

２．その他の注意

（１）答案用紙の番号を勝手に訂正しないこと。

（２）声を出して計算したり、他の人の迷惑になるようなことはしないこと。

（３）開始、及び終了はすべて「試験委員の合図」によること。

（４）「用意」の合図があるまでは、文ちん・下敷きなどを用いて、計算の準備をしないこと。

（５）「用意」の合図があるまでは、問題を半分に折らないこと。

（６）アラーム時計を使用するときは、音を出さないようにすること。

（７）試験中、携帯電話など外部との通信が可能なモバイル機器の電源は必ず切り、カバンにしまっておくこと。

（８）試験中は試験委員の指示に従うこと。

（９）受験票を紛失したり、忘れたりした場合は、試験当日、試験開始前に再交付を受けて受験すること。

（10）不正行為があったと認められた場合は、合格を取り消します。

試験委員の心得　（試験場の注意）

１．試験施行中は、静かにするよう厳重に監督すること。

２．特に試験施行に際しては試験場の周りも静粛にさせるよう注意すること。

　　　　　

３．試験問題は必ず裏返して配布し、試験委員の指示があるまでは表に返さないよう注意すること。

４．答案には受験番号のみ記入させ、姓名を記入させないこと。

５．受験番号は必ず最初に記入させること。

６．不正行為については特に厳重に注意すること。

７．試験を終了した受験者がいた場合は、他の試験場の妨害とならないよう静かに退場させること。

８．試験委員は時間が正確に分かるような時計等を持参のこと。
９．机の間は巡視しない
執　　　行　　　順　　　序

　　注　意

　　（　　）は試験委員に対する注意事項
　　「　　」は試験委員より受験者に対する言葉

　　（各自の時計を試験場本部の時計に合わせておく。）

　　（試験開始10分前までに入場のこと。）

１．説明開始

「ただいまより第○○回全国商工会珠算検定試験の○級試験を行います。この教室で受験する方の受験番号は、○番から○番までです。自分の受験番号と机の上の番号を確認して、間違いなく自分の座席に着いてください。
なお、受験票は座席の番号札の近くに出しておいてください。」

２．試験開始
「ただいまから、第○○回全国商工会珠算検定試験の○級試験を開始いたします。」

（これ以後の遅刻者については、原則として入室を禁止する。交通事故（電車・バス・船等の遅延）または、やむを得ない事情による遅刻者については、都道府県商工会連合会と試験委員が協議の上、適切な措置を講ずる。）

３．受験者への注意
「初めに、受験上の注意を申し上げます。」
(１)　声を出して計算したり、他の人の迷惑になるようなことはしないでください。

(２)　携帯電話など外部との通信が可能なモバイル機器の使用は禁止です。持っている方は、必ず電源を切り、カバンにしまってください。指示に従わず、使用が発覚した場合、身につけていることが分かった場合、試験時間中に着信音が鳴るなどした場合は、不正行為とみなし退場していただく場合もあります。

(３)　アラーム時計を使用する場合は、音を出さないようにしてください。

(４)　『用意』の合図があるまでは、文ちんや下敷きなどを用いて計算の準備をしないでください。また、机の上に置いているソロバンにも手を触れないでください。
(５)　『用意』の合図があるまでは、問題用紙を半分に折らないでください。

(６)　問題用紙が配られても、合図があるまではそのままにしておき、両手をひざの上に置いてください。

(７)　問題用紙は裏返して配ります。受験番号は、合図によっていっせいに記入し、記入後はすぐに裏返して、両手をひざの上に置いてください。

(８)　『始め』と『やめ』の合図は、私が行います。

(９)　私の『やめ』の合図と同時に答の記入をやめ、問題用紙を裏返して、両手をひざの上に置いてください。

(10)　不正行為を見つけた場合は、この教室より退場を命じその試験は無効となります。また、合格後に発覚したときは、その合格を取り消します。
「次に、記入上の注意を申し上げます。」

(１)　答は、定められた欄の中にはっきりと書いてください。

(２)　答を縦に書いたり、二段に書いたりしないでください。

(３)　問題の番号は、勝手に訂正しないでください。

(４)　今回の試験より、消しゴムの使用は禁止となっております。解答を書き直す場合は、その答の全部を横線で消して書き直してください。
(５)　答を書き直す場合、定められた欄の中に書けないときは、欄外に書いて、答の頭にその問題の番号を○または（ ）で囲むか、その欄またはその問題と矢印で結んで書くようにしてください。

(６)　答を二つ以上書いたり、同じ数字やコンマ、小数点でも二重に書いたり、なぞったりしないでください。
４．問題用紙の配布

「それでは、問題用紙を配布します。制限時間は、○○分です。」
（問題用紙は裏返して配布する。）

　（配付漏れがないかを必ず確かめる。）

　（受験番号を記入する位置を説明してから、受験番号を記入するようにする。）

　

　「では、問題用紙を表にし、受験番号を記入して下さい。名前は書かないで下さい。」
　「記入し終わった方は、鉛筆を置き、問題用紙を裏返して、両手はひざの上に置いてください。」

　
（全員が問題用紙を裏返しているか確認をする。）

５．試験開始の合図

　「用意 ― 始め」
（制限時間は、１級～６級は３０分、７級～9・10級は２０分となります。）

６．試験終了の合図
　「止め。筆記用具を置いてください。問題用紙を裏返して、両手はひざの上に置いてください。」

　
（速やかに問題用紙（答案用紙）を集める。）

（問題用紙（答案用紙）は受験番号順にそろえ、提出漏れ、受験番号の記入漏れ等がないかを確認する。）

（問題用紙（答案用紙）の枚数と実受験者数が一致しているか必ず確認する。）

　　７．終了

　　　「以上で試験を終わります。合否結果は○月○○日○○○商工会で発表します。

まだ試験をしている教室もありますから、静かに退場して下さい。」

（問題用紙（答案用紙）は受験番号順にそろえ、余った試験問題とともに厳封して責任者に必ず手渡す。）

採　点　上　の　注　意

１．採点は、試験の終了した級ごとに「珠算検定試験答案審査基準」に基づいて行うこと。

２．１題ごとに正答数には○印、誤答、不答には×印をつけること。なお、答数には○印、×印がかからないように注意すること。
３．採点の際、記入する数字は「算用数字」ではっきり「採点欄」に書くこと。

４．採点に際し有効・無効の判定し難しいものは試験委員長に一任すること。

５．採点欄の記入が終わった答案の採点は「算用数字」で原簿の採点欄に記入して合・否をつける。ただし、３級以上は第二審後に合・否をつけること。

６．採点に際して第一審は赤色、第二審は青色を使用すること。
７．試験終了後、受験者の答案は公開しないこと。
珠算検定試験答案審査基準

○１、２、３級

　答案の審査は、次の基準による。

１．答の書き方は「１、２、３級受験上の注意」の２の(１)～(８)によるものとし、これに反したものは無効とする。

２．答の訂正方法は「１、２、３級受験上の注意」の２の(９)～(12)によるものとし、これに反したものは無効とする。
３．上記１～２の他、次に該当するものは無効とする。

（１）数字が判読しにくいもの。

（２）答がどの問題のものかが不明確なもの。

（３）コンマ（ , ）、小数点（ . ）の区別が不明確なもの。

（４）答案用紙の番号を勝手に訂正してあるもの。
（５）無名数で少数部分を含む答の末尾０をつけるものは無効とする（例１）。
ただし、端数処理の結果を表すときは有効とする（例２）。
例１．ソロバン面　　　無　効　　　有　効　　　有　効

　　　　 2.3　　　　　 2.300　　　 2.3

例２． 2.2995　　　　　2.30　　　　2.300　　　 2.3

　　　 2.3004　　　　　2.30　　　　2.300　　　 2.3

（６）－（マイナス）の記号は、次のどれでもよい。

例　　　－￥123　　　　￥－123　　　－123

（７）単位以下に求むべき数字のあるときに小数点（ . ）のないもの
（８）単位以上３位ごとにコンマ（ , ）のないもの。
（９）答の後に「￥」のあるもの。
○４、５、６、７、８、9･10級

　答案の審査は、次の基準による。

１．答の書き方は、４～６級は、「４、５、６、７、８、9･10級受験上の注意」の１の(１)～(４)に、７～9･10級は、１の(１)によるものとし、これに反したものは無効とする。

２．答の訂正方法は、４～9･10級いずれも、「４、５、６、７、８、9･10級受験上の注意」 の１の(５)～(７)によるものとし、これに反したものは無効とする。

３．上記１～２の他、次に該当するものは無効とする。

（１）数字が判断しにくいもの。

（２）答がどの問題のものかが不明確なもの。

（３）答案用紙の番号を勝手に訂正してあるもの。
（４）答の後に「￥」のあるもの。
珠算検定試験傷害保険実施要領

（要　　領）

第１条　全国連は、全国商工会珠算検定試験（以下「検定試験」という）の受験者および試験関係者の試験場への往復途上における交通事故や、試験場における不測の事故発生に備えて傷害保険を契約することにより、検定試験の円滑な推進を図るものとする。

（保険契約）

第２条　全国連は、商工会連合会と共催して実施する検定試験について、受験者および試験関係者をすべて被保険者とする傷害保険契約を損害保険会社と締結するものとする。

（被保険者）

第３条　この保険契約における被保険者は、次に掲げる者とする。

（１）検定試験の受験者及び引率者

（２）検定試験の試験委員及び補助員

（３）検定試験施行商工会及び県連の役職員

（被保険者の名簿作成及び報告等）
第４条　検定試験施行商工会は、検定試験の都度、被保険者の名簿を作成する。ただし、「受験・合格者原簿」及び「珠算検定試験関係者名簿」をもって被保険者の名簿とする。
商工会は、被保険者数を県連へ報告し、県連は、その合計数を検定センターへ報告しなければならない。商工会または県連は、契約保険会社から請求があった場合は、被保険者の名簿の閲覧に応じなければならない。

（保険事故及び保険金）

第５条　保険事故は、被保険者が検定試験の当日において検定試験のために自宅（寄宿先等自宅に準ずる所を含む）と試験場との間を通常の経路によって往復する途上における交通事故及び試験場内における事故で被った傷害とし、次に掲げる保険金が支払われる。

（１）死亡保険金　　　１００万円

（２）後遺障害保険金　程度に応じて１００万円～３万円

（３）医療保険金　　　入院１日当たり１，５００円（１８０日限度）
通院１日当たり１，０００円（９０日限度）
ただし、入・通院あわせて１８０日限度とする。

（保 険 料）

第６条　保険料は、全国連が負担し被保険者の人数に応じて保険会社に支払うものとする。

　　　　　

（保険金の請求及び支払）

第７条　被保険者が傷害を被ったときは、当該商工会連合会は、事故発生の日から３０日以内に検定センターに通知するものとする。
保険金請求に当たっては、当該傷害が第５条に規定する保険事故であることを証する書面、傷害保険金請求書、医師の診断書、被保険者の名簿の該当頁の写しを検定センターに送付して遅滞なく請求を行うものとする。
保険金は、保険会社から検定センター及び当該商工会連合会を経由して被保険者（又は遺族）に支払われる。

珠算検定試験傷害保険実施に関する留意事項

１．被保険者について

（１）１人で２クラス（例えば２級、３級）を受験した者については、受験者は１人として数えます。
（２）受験生の引率者については、検定試験当日の正午までに「珠算検定試験関係者名簿」（様式１）に記入されたもののみが被保険者となります。

２．被保険者の名簿について

（１）検定試験の受験者については、商工会で作成する「受験・合格者原簿」をもって受験者に係る被保険者の名簿とみなします。従って、本制度のために改めて名簿を作る必要はありません。
（２）受験生の引率者については、当日受付で名簿（珠算検定試験関係者名簿）を作成して下さい。
（３）検定試験委員及び同補助員、商工会及び県連の役職員の名簿（珠算検定試験関係者名簿）は、試験当日試験場に備えておき出欠席を記入して下さい。
（４） (２)及び(３)の名簿については、商工会連合会及び全国連、検定センターへの提出の必要はありませんが、保険対象の傷害事故発生の場合は、珠算検定試験関係者名簿の閲覧又は当該頁の写しを保険会社から要求されることもありますので、試験場を設置した商工会に１年間保存して下さい。

３．保険者数の報告について

（１）保険者数は、検定試験当日の出席者のみ報告して下さい。

（２）被保険者数の検定センターへの報告は、「珠算検定試験傷害保険被保険者報告書」（様式２）により行って下さい。

　　※前日に試験を実施した場合は、日毎の報告書を作成すること。

（３）１人で２クラスを受験した者については、受験者は１人として数えます。

４．傷害保険金の請求について
（１）死亡の場合は、死亡診断書が必要です。

（２）傷害の場合は、その診断書が必要です。ただし、通院で実治療日数が１４

日以内の保険金請求については、診断書は不要とし所定の入院通院報告書（診

察券のコピー）を添付して下さい。

（３）事故の日から３０日以内に通知がないと保険金が支払われない場合があり

ますのでご注意下さい。

（様式１）

珠算検定試験関係者名簿

（第　　　回珠算検定・令和　　年　　月　　日施行）

	出席者

（○印）
	氏　　名
	性別

（○印）
	試験委員

補助員

（○印）
	商工会

県連役職員

（○印）
	引率者

（○印）

	
	
	男・女
	
	
	

	
	
	男・女
	
	
	

	
	
	男・女
	
	
	

	
	
	男・女
	
	
	

	
	
	男・女
	
	
	

	
	
	男・女
	
	
	

	
	
	男・女
	
	
	

	
	
	男・女
	
	
	

	
	
	男・女
	
	
	

	
	
	男・女
	
	
	

	
	
	男・女
	
	
	

	
	
	男・女
	
	
	

	
	
	男・女
	
	
	

	
	
	男・女
	
	
	

	
	
	男・女
	
	
	

	
	
	男・女
	
	
	

	
	
	男・女
	
	
	

	
	
	男・女
	
	
	

	
	
	男・女
	
	
	

	
	
	男・女
	
	
	

	
	
	男・女
	
	
	

	
	
	男・女
	
	
	

	
	
	男・女
	
	
	

	
	
	男・女
	
	
	

	
	
	男・女
	
	
	

	
	
	男・女
	
	
	

	
	
	男・女
	
	
	

	出席者合計　　　　　　　　名
	
	名
	名
	名


（注）出席者に○印をつけ、１年間保存して下さい。
	県連名
	
	商工会名
	
	試験場名
	


（様式２）

珠算検定試験傷害保険被保険者報告書

令和　　年　　月　　日

商工会検定センター　御中
○○県商工会連合会
令和　　年　　月　　日施行の第　　　回全国商工会珠算検定試験に係る傷害保険被保険者数を下記のとおり報告します。

記

	区　分
	人　数
	備　考

	１）受験者数
	人
	

	２）検定試験委員
	人
	

	３）検定試験補助員
	人
	

	４）商工会・県連役職員
	人
	

	５）引率者
	人
	

	合計
	人
	


（注）当日の欠席者を除く

	担当課
	

	担当者名
	


　
第　　　回　商工会珠算検定試験　　級申込書
施行日　令和　　年　　　月　　　日

※申込書への記入は、原則として本人の自筆とする。★印は必須記入項目
	フリガナ
	
	★ 性 別
	男 ・ 女

	★

氏　　名
	
	
	

	★

生年月日
	昭和・平成　　　　　年　　　　月　　　日生　（　　　　歳）

	★

現 住 所
	〒　　　　－



	★

電話番号
	（　　　　　）　　　　　―

	学 校 名

教 室 名

勤務先等
	（名　称）
	（学年）

	
	（所在地）

	
	（電話番号）

	〔注意事項〕
1 　受験料を添えて申し込んで下さい。
　　１級 2,140円　　　２級 1,600円　　　３級 1,380円

　　４～６級 960円　　７～9･10級 750円

申込書・受験料（試験施行が中止の場合を除き）は、お返ししません。
②　申込受付後は試験場や受験級の変更はできません。

　③　１級受験者は、写真（縦4.5cm×横3.5cm、上半身・正面・脱帽、１年
以内に写したもの、裏面に氏名・生年月日を記入）を貼付して下さい。




上記①～③の受験者への注意事項を承諾し申し込みいたします。

	商工会受付印

	


	第　　回　全国商工会珠算検定試験
受　験　票

級別

級

受験番号

氏名

生年月日

試験日

試験時間

試験会場

※試験当日は、　　時までに入場し、指定された席に
着席すること。

商工会連合会　　㊞



	（　裏　面　）

（注意事項）
１．本票は試験当日必ず持参すること。
２．本票の番号と同じ番号の席に着席すること。　　　　　

３．本票は机の見やすい場所に置くこと。

４．答案には本票の受験番号を記入すること。


　　



(注)本申込書にご記入いただいた個人情報につきましては、検定試験施行における本人確認、受験者・合格者台帳の作成、合格証書・合格証明書の発行および検定試験に関する連絡・各種情報提供の目的にのみ使用いたします。





１級受験者のみ


写真を貼付すること





縦4.5cm×横3.5cm


写真裏面に受験番号、


氏名、生年月日を記入


してください。









_1171723471.xls
試験の種目および程度　一覧表

		試　験　の　種　目　お　よ　び　程　度

										38,418

		級		制限時間				種　目　お　よ　び　程　度　な　ら　び　に　問　題　数

						みとり算		かけ算		わり算

				全科目   あわせて    ３０分		１０桁の加減算		実、法併せて１１桁（名数および無名数、ただし帯小数、小数のものを含める）のもの		法、商併せて１０桁（名数および無名数、ただし帯小数、小数のものを含める）のもの

						（１題１０口、総字数１００字）

						名数１０題

								　　　　　　無名数　１０		　　　　　　無名数　１０

		1						２０　題		２０　題　

								　　　　　　名　数  １０		　　　　　　名　数  １０

								前半（無名数）は小数第３位未満の端数を四捨五入		前半（無名数）は小数第３位未満の端数を四捨五入

								後半（名数）は円未満の端数を四捨五入		後半（名数）は円未満の端数を四捨五入

				全科目    あわせて    ３０分		８桁の加減算		実、法併せて９桁（名数および無名数、ただし帯小数、小数のものを含める）のもの		法、商併せて８桁（名数および無名数、ただし帯小数、小数のものを含める）のもの

						（１題１０口、総字数８０字）

						名数１０題

								　　　　　　無名数　１０		　　　　　　無名数　１０

		2						２０　題　　　　　　		２０　題　

								　　　　　　名　数  １０		　　　　　　名　数  １０

								前半（無名数）は小数第３位未満の端数を四捨五入		前半（無名数）は小数第３位未満の端数を四捨五入

								後半（名数）は円未満の端数を四捨五入		後半（名数）は円未満の端数を四捨五入

				全科目    あわせて    ３０分		６桁の加減算		実、法併せて７桁（名数および無名数、ただし帯小数、小数のものを含める）のもの		法、商併せて６桁（名数および無名数、ただし帯小数、小数のものを含める）のもの

						（１題１０口、総字数６０字）

						名数１０題

								　　　　　 無名数　１０　		　　　　　　無名数　１０　

		3						２０　題　　　　　　　　　　		２０　題　

								　　　　　名　数  １０		　　　　　　名　数  １０

								前半（無名数）は小数第３位未満の端数を四捨五入		前半（無名数）は小数第３位未満の端数を四捨五入

								後半（名数）は円未満の端数を四捨五入		後半（名数）は円未満の端数を四捨五入

				全科目     あわせて     ３０分		５桁の加減算		実、法併せて７桁のもの		法、商併せて６桁のもの

		4				（１題１０口、総字数５０字）		無名数　２０題		無名数　２０題

						名数１０題

				全科目     あわせて     ３０分		４桁の加減算		実、法併せて６桁のもの		法、商併せて５桁のもの

		5				（１題１０口、総字数４０字）		無名数　２０題		無名数　２０題

						名数１０題

				全科目     あわせて     ３０分		３桁の加減算		実、法併せて５桁のもの		法、商併せて４桁のもの

		6				（１第１０口、総字数３０字）		無名数　２０題		無名数　２０題

						名数１０題		３桁×２桁　１０題、２桁×３桁１０題		÷２桁＝２桁

				全科目     あわせて    ２０分		２桁の加減算		実、法併せて４桁のもの		法、商併せて４桁のもの

		7				（１題１０口、総字数２０字）		無名数　１０題		無名数　１０題

						名数１０題		２桁×２桁		÷１桁＝３桁

				全科目     あわせて     ２０分		２桁の加減算		実、法併せて４桁のもの		法、商併せて３桁のもの

		8				（１題８口、総字数１６字）		無名数　１０題		無名数　１０題

						名数１０題		３桁×１桁		１桁＝２桁

		9		全科目      あわせて     ２０分		２桁の加減算		実、法併せて３桁のもの

		・				（１題５口、総字数１０字）		無名数　２０題		（課さない）

		10				無名数１０題		２桁×１桁






